
 

数学科 （ 数学Ⅰ ）学習指導案 

日  時 令和６年６月 17日（月）第２時限 指導者 壼内 智士 

学年・組 ４年１・２・３組（後期課程） 場 所 ２２２教室 

単  元 第３章 ２次関数 教科書 ＮＥＸＴ数学Ⅰ（数研出版） 

単

元

の

目

標 

１ ２次関数の値の変化をグラフで調べる

ことにより、最大値・最小値を求めること

ができる。 

２ ２次方程式の解について考察し、それを

２次関数のグラフと x 軸の交点と関連付

けて考えることができる。 

指

導

計

画 

１ ２次関数とグラフ・・・・・・８時間 

２ ２次関数の値の変化・・・・・７時間 

３ ２次方程式と２次不等式・・・11時間 

（本時はその９時間目） 

４ 章末問題・・・・・・・・・・２時間 

単
元
の
評
価
規
準 

知識・技能 

１ ２次関数のグラフと x 軸の共有点の個数と、判別式の符号との関係を理解

している。 

２ グラフと不等式の解の関係を理解している。 

思考・判断・表現 

１ ２次方程式の解の公式と判別式との関係を理解し、解の判別に利用できる。 

２ ２次関数のグラフと x 軸の共有点の位置について、グラフを利用して解く

ことができる。 

主体的に学習に

取り組む態度 

 ２次関数のグラフと x 軸の共有点の位置を考える際にグラフの条件がどのよ

うな意味をもつのか、２次関数やグラフを用いて考察しようとしている。 

本時の指導 

本 

 

時 

 

の 

 

指 

 

導 

 

過 

 

程 

主題 ２次関数のグラフと x 軸の共有点の位置 

目標 
２次関数のグラフと x 軸の共有点の位置関係の問題を解く際に、様々なパターンに応じ

た条件式を求めることができるようになる。 

課題  ２次関数のグラフと x 軸の共有点の位置に関する課題プリントを解いてくる。 

学  習  活  動 時間 指導上の留意点 評価方法・資料等 

導

入 

１ 前時の復習をする。 ８ ・２次関数のグラフと x 軸の

共有点の位置を考えると

きには図を積極的に用い

させる。 

・プリント 

展 

 

 

 

 

 

 

開 

１ 例題を解く。 

次関数  のグラフが

軸のの部分で異なる点で交わる

ときのの値の範囲を求めよ。  

(1) 様々な放物線の図を 

その特徴に応じて分類

する。 

 (2) 必要な条件を書き出

し、不等式を解いて解を

得る。 

 

２ 問題を解く。 

次方程式  が，

次のような実数解をもつとき，定数

の値の範囲を求めよ。

　異なるつの負の解

　より大きい異なるつの解
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12 

 

 

 

 

・放物線の軸や x 軸との共有

点の個数など、様々な観点

から分類させる。 

・３つの条件がそろうことで

必要十分条件となること

を、例を用いて再確認させ

る。 

・２次方程式の解の存在範囲

が２次関数のグラフとx軸

の共有点の位置関係にい

いかえることができるこ

とに気付かせる。 

・プリント 

・放物線カード 

・プロジェクタ 

 

【評価規準】 

○複数の着眼点から放物線

を分類できている。 

〈思考・判断・表現〉 

【評価方法】 

○発表内容やワークシート

の記述の内容 

【評価規準】 

○２次関数のグラフと関連

付けながら問題を解けて

いる。〈思考・判断・表現〉 

【評価方法】 

○ワークシートの記述の内容 

整 

理 

１ 本時の学習の振り返りを

行う。 

５ ・問題を満たす条件を考える

際には様々なグラフを考

慮させる。 

 

備 考 生徒数 40名  



 

 


